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空
は
深
く
澄
み
渡
り
、
日
増
し

に
寒
さ
が
身
に
し
み
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て

ご
苦
労
も
多
い
か
と
拝
察
致
し
ま

す
が
、
皆
様
は
お
変
わ
り
な
く
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

当
地
域
で
は
、
梅
雨
時
の
雨
量

不
足
や
夏
の
猛
暑
が
心
配
で
し
た

が
、
水
稲
も
り
ん
ご
も
順
調
な
生

育
を
見
せ
、
例
年
以
上
の
出
来
秋

と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
は
豪
雨
災
害
が
多

発
し
、
家
屋
や
農
作
物
、
人
命
に

ま
で
及
ぶ
大
き
な
被
害
を
各
地
に

も
た
ら
し
ま
し
た
。
県
内
で
も
下

北
地
方
の
橋
や
道
路
が
寸
断
さ
れ
、

一
部
住
民
が
孤
立
し
た
こ
と
は
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
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こ
の
度
の
災
害
に
際
し
、
被
害

に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

豪
雨
災
害
に
限
ら
ず
、
自
然
災

害
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
そ
う

で
す
。
今
年
は
東
日
本
大
震
災
か

ら
十
年
と
い
う
節
目
の
年
で
も
あ

り
ま
す
の
で
、
災
害
対
策
を
見
直

す
良
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。

当
法
人
に
お
い
て
も
、
施
設
外

へ
の
避
難
が
難
し
い
場
合
も
考
慮

し
て
屋
内
安
全
確
保
を
検
討
し
、

備
蓄
量
の
増
強
、
発
電
機
の
使
用

訓
練
や
速
や
か
な
情
報
伝
達
方
法

の
整
備
等
、
各
施
設
の
利
用
者
様

方
が
非
常
時
で
あ
っ
て
も
不
安
を

感
じ
ず
、
な
る
べ
く
日
常
と
変
わ

り
な
い
生
活
を
送
っ
て
頂
け
る
よ

う
に
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
参

り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
先
を
見
通
し
づ
ら
い

状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
当
法
人

は
こ
の
状
況
の
一
日
で
も
早
い
終

息
を
願
い
、
地
域
の
皆
様
と
共
に

歩
み
続
け
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
と
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ＵＲＬ http://o-yukai.jp
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昨
年
か
ら
猛
威
を
振
る
う
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
に
、
春
の

桜
祭
り
は
何
と
か
執
り
行
わ
れ
た
も
の

の
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
急
増
に
伴
い
、
ね

ぷ
た
祭
り
は
昨
年
に
続
き
急
遽
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
秋
の
菊
祭
り
の
開
催

も
危
ぶ
ま
れ
ま
す
。

一
方
、
周
り
の
稲
は
一
面
黄
金
色
に

輝
き
、
り
ん
ご
は
た
わ
わ
に
実
り
、
今

年
の
津
軽
野
は
素
晴
ら
し
い
収
穫
の
秋

を
迎
え
そ
う
で
す
。

ふ
じ
苑
の
入
所
者
の
皆
様
も
職
員
の

皆
も
無
事
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
二
回
の

接
種
を
終
え
、
通
所
者
を
含
め
、
現
在

一
人
の
感
染
者
も
出
て
い
な
い
事
は
大

変
有
難
く
、
皆
さ
ん
の
日
ご
ろ
の
ご
尽

力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
、
こ
の
感
染
症
の
収
束
の

気
配
は
見
え
な
い
た
め
、
今
後
も
十
分

に
注
意
が
必
要
で
す
。
ご
理
解
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
当
苑
の
入
所
者
の
皆
様
も
通
所

者
の
皆
様
も
職
員
の
献
身
的
サ
ー
ビ
ス

に
よ
り
、
大
過
な
く
こ
の
一
年
を
過
ご

さ
れ
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

慢
性
的
な
人
手
不
足
の
中
大
変
で
は

あ
り
ま
す
が
、
職
員
一
同
、
今
後
も
協

調
の
精
神
と
互
助
の
精
神
で
当
苑
利
用

の
皆
様
に
安
全
と
安
心
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
べ
く
一
層
精
進
い
た
し
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
し
ま
す
。

九
月
三
十
日

記

施
設
長
（
管
理
医
師
）

千
葉

博
信
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昨年の十一月から勤務している作業療法士の葛西優美です。

以前は、回復期病棟やデイケアで働いていました。施設での勤務

は初めてで、分からないことや戸惑うことは多くありましたが、

先輩方から沢山のご指導をいただき、慣れることができました。

この二年程は、新型コロナウイルスにより、入所者の方々と

ご家族との面会の機会が失われており、気持ちの落ち込みや

寂しい思いをしている方が多く見受けられます。

リハビリ職として身体面を見ることはもちろんですが、ひとりひとりの精神面

にも配慮し、お話を傾聴することや、不安を感じないように明るく笑顔で接する

ことなど、これからも継続していきたいです。

入所者の皆様に施設内で心地よく過ごしていただき、

安全に機能維持を図れるようにサポートしていきたいと

考えています。今後もご指導、ご鞭撻のほど、

宜しくお願い致します。

作業療法士

葛西 優美

調理師

寺嶋 僚

昨年の四月より調理員として勤務しております、寺嶋僚です。

前職でも、他の介護老人保健施設で調理員として働いておりました。

初めて出勤した時は、緊張と不安しかありませんでした。

しかし、職員の皆さんが優しく丁寧に仕事を教えてくださり、

徐々に緊張も不安も無くなりました。

前職でも思いましたが、食事は入所者の皆様の楽しみのひとつ

だという事を再認識し、これからも少しでも美味しい食事を提供

できるように頑張っていきたいと思います。

まだまだ半人前ですが、よろしくお願い致します。
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感染症関連のニュースが続いており、入所者の皆様には、外出や外泊などを我慢

して頂き、御家族の皆様にも、入所されている御家族と会えないご不便や、心配を

お掛けしております。入所者にとって御家族との時間は、精神的な安定という大切な

意味もあると感じております。

限られた時間ではありますが、オンライン等を活用して、一緒の時を大切にして

頂ければ、大変うれしく思います。コロナ禍の中、入所者お一人、おひとりが施設

での生活や、リハビリ等を頑張っております。

職員も「感染しない・持ち込まない」努力を継続しています。今後も予防に努め

ながら、職員皆で力を合わせ、入所者の希望する生活・心地良く安心して暮らす

ことができるように、前向きなケアを心掛けていきたいと思います。

ケアマネジャー 小山内 佐登子

ひまわりからふじ苑を経て、十五年勤務している、

赤石恵美子と申します。

今現在、コロナ禍ということもあり、入所者の皆さんは

大好きな家族と触れ合うことも、面会することも出来ない

状況が続いています。

不安になっている、寂しい思いをしている入所者は沢山

いるかと思います。そんな入所者が毎日笑顔でいられるよう、

少しでも気分転換出来るように笑顔を忘れず、体調管理を

しっかり行っていきたいと思います。

コロナウイルスが終息し、入所者が元気に心からの笑顔が

見られることを願い、これからも笑顔を絶やさず頑張って

いきたいと思います。

准看護師 赤石 恵美子
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入所ホールへの扉を開けると、いつも手を振って頂く。手踊りもどきをすると一緒に

合わせて頂き、テレビの野球中継時は談議に付き合って頂く。

「あれぇ～！髪こ、上げでる方がいいきゃ！」と、手を握って頂く。利用者様との

関わりにより、心に光を頂いております。

人生を潤すには人との関わりが重要ですが、奥深く容易では無いように思います。

でも、人として一番成長できる課題ではないかとも・・・・・。

良いケアを提供するには、ケアさせて頂く側の心の安定と充実が求められ、

自分の心のバランスを保つ訓練が必要になります。察知する能力に長けている

利用者様に、気を使わせてはなりません。

世情が何かと不安定な今だからこそ、施設を癒しの空間とし、利用者様の表情が

少しでも豊かになりますように・・・・・。

この時をこの場で共有している縁は意義があるのかも知れないと思えば、利用者様や

ご家族様との関わり、職員同士の関わりを大事にできるのではないでしょうか。

ふじ苑 令和三年度施設目標 今日一日「笑顔」と「感謝」の心で接しましょう！

を意識し、大切な利用者様と共に時を刻んでいきたいと思います。

事務長 栗林 不二子
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支援相談員

奈良 義昭

今年の八月より、ひまわりの支援相談員として勤務している、

奈良義昭と申します。前職では、他の介護老人保健施設にて

入所・通所兼務の支援相談員として業務をしていました。

新しい職場という事もあり、何も分からずウロウロしている

ばかりでしたが、職員の皆さんからアドバイスを頂きながら、

業務をこなしております。

通所リハビリは、要介護認定を受けて在宅生活を送っている

利用者様が施設に通っていただき、日帰りでリハビリや

マッサージ、入浴等のサービスを提供致します。

医師の管理の元、作業療法士や言語聴覚士等の専門的なスタッフによる機能訓練（リハビリ）

を提供し、心身機能の維持や日常生活の自立を図ることを目的にしています。

新型コロナウイルスの影響により一部の行事が行えなくなりましたが、利用者様に楽しんで

頂けるよう工夫を凝らし「今日一日楽しかった」とか「また来たい」と思って頂けるように

頑張っていきたいと思います。
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介護福祉士 高谷 美千代

さくらの里では、面会が制限されている期間「皆と仲良くやってるべが。ちゃんと

ご飯食べでるべが。」そんなご家族様の思いを胸に、少しでも安心して頂けるよう

写真付お便りを送付させて頂いております。日々の様子やベストショット、入居者様が

ご家族様へ伝えたい事等、スタッフと一緒に作成しています。

体操に張り切る姿や、行事に熱中する無邪気な笑顔を見て、「家族一同いつも

笑わせてもらって、とても楽しみにしています。」と喜んで頂き、私達の励みにも

なっています。

入居者様の個性や習慣も様々ですが、その方にとっては特別ではなく、当たり前の

日常生活になります。一人ひとりの意思を尊重し、「その人らしさ」を大切にする

支援を忘れず、向き合っていきたいと思います。
～お風呂でほっとひとコマ～

湯舟に浸かりながら若い頃を振り返る入居者様。

「人生色々、若い時は色々あるべな、ワッハッハ。」

人生の大先輩ならではのお言葉、この笑い声で

私達の迷いは何回ふっ飛んだことでしょう。

私達はいつも教えられ、元気を頂いています。

これからもどうぞよろしくお願い致します。
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●介護老人保健施設「ふじ苑」
〒036-8374 弘前市大字土堂字長瀬385-1

☎ 0172-38-5550 FAX 0172-38-5525

●グループホーム「さくらの里」
〒036-8373 弘前市大字藤代字広田131-1

☎ 0172-39-2122 FAX 0172-39-2123

●通所リハビリテーション「ひまわり」
〒036-8374 弘前市大字土堂字長瀬385-1

☎ 0172-37-7705 FAX 0172-38-5525

●居宅介護支援事業センター「ひばり」
〒036-8374 弘前市大字土堂字長瀬385-1

☎ 0172-39-2020 FAX 0172-39-2012

お風呂に入った時や布団に横になった時、「あずましい」と思わず口

に出ることがあります。そもそも「吾妻しい・妻が近くにいるような

心地良さ」という意味らしいのですが、心を許せる人が傍らにいてくれ

ることこそ、一番の安らぎといったところでしょうか。

新型コロナウイルス感染拡大により、会いたい人に、会いたい時、

会えない時世が続いています。日々の生活や将来に不安を抱えなが

ら過ごされている方も少なくないでしょう。「困ったな。どうすればいい

かな・・・。」と思った時、私たちのことを思い出していただけたら幸い

です。

暮らしの中でお困りの事がございましたら、是非ご相談ください。

皆様の心に寄りそって「あずましい」暮らしのお手伝いができるよう、

日々精進してまいります。

管理者 鈴木 文子


